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研究成果の概要（和文）：本研究は、治療を継続している2型糖尿病患者の療養行動に対して意味づけを明らか
にすることを目的とした。結果、治療を継続している2型糖尿病患者は、＜自分のこととして糖尿病を受け入れ
る＞ができ、＜一緒に責任を担ってくれる人がいる＞がいる。＜身体感覚と検査値が一致する＞ことで＜試行錯
誤を行う＞ことで療養を継続していた。一方で、療養行動が継続できるようになるまでの過程では、糖尿病の症
状がなく、＜自分のこととして糖尿病が捉えられない＞中で、糖尿病の悪化を周囲の人から＜自己責任で片づけ
られる＞中で、＜検査値に一喜一憂していた＞ことが振り返られ、＜言われた通りにする＞ことを行っていたと
語られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the meaning-making for the 
treatment behavior of type 2 diabetes patients who are continuing treatment. As a result, type 2 
diabetic patients who are continuing treatment are able to "accept diabetes as their own" and have "
someone who can take responsibility with them. ＜They were able to "accept diabetes as their own 
business" and "have someone who takes responsibility with them. On the other hand, in the process 
until she was able to continue her medical treatment, she had no symptoms of diabetes and "could not
 understand diabetes as her own problem. She said that she had been doing what she was told.

研究分野： 慢性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2型糖尿病患者の治療中断率は26％で、初診から1年以内に約70％、治療中断回数が2回以上の患者は約65％にも
のぼるが、治療中断者を防止する支援は構築されていない。2型糖尿病患者は症状が乏しいこともあり、他疾患
より治療中断率は高い。糖尿病は多くの循環器系疾患の基盤となっているため、2型糖尿病の治療中断を防止す
ることで国民医療費の抑制にも貢献できる。治療中断を防止することは、将来的には合併症予防にも貢献でき、
患者の健康寿命の延伸に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 

国内の糖尿病患者数は約 950 万人と推定され、そのうち治療を受けている者は約 65％で
あり、治療を受けたことがない、もしくは中断中の患者数は約 35％である。治療を受けて
いた糖尿病患者のうち、約 10％が 1 年間に治療を中断していることも明らかになってい
る。しかし、治療継続率は 46.4％に留まっており、2 型糖尿病患者の治療中断は問題であ
り、治療中断に至る患者への支援が必要である。 

2 型糖尿病患者の治療中断に関する複数の先行研究から、治療中断率は 26％であり、男
性が 29％、女性が 20％で、男性の方が治療中断率は高かった。また、中断した回数は 1
回が 35％、2 回以上が 65％と報告されている。 

申請者の実施した、「治療を中断したことのある 2 型糖尿病患者の病いの体験」の研究
では、患者自身の生き方の方向づけをしている「関心」が、治療中断の重要要因であるこ
とが明らかとなった。医療者の視点から見れば、治療中断という行動は誤った意味づけに
よるものと考えられるが、患者は治療を中断することに患者なりの意味づけをしており、
治療中断している間も患者なりの療養行動を実施していることが明らかになった。 
 
2. 研究の目的 

本研究は、治療中断を防止する支援モデルの開発を目指し、治療を継続している 2 型糖
尿病患者が、療養行動に対して意味づけするための要素を明らかにすることを目的とす
る。患者は、療養行動に対して患者なりの意味づけをしているが、治療中断中の患者と治
療を継続している 2 型糖尿病患者では、療養行動に異なった意味づけをしている。治療を
継続している 2 型糖尿病患者が療養行動に対して意味づけするための要素を明らかにする
ことで、治療中断リスク要素が明らかになり、治療中断を防止する支援が出来ると考え
る。そこで、治療を継続していくための療養行動の意味づけの特徴として、どのような要
素があるのかを明らかにする。 
 
3. 研究の方法 
 本研究では、治療を継続している患者を対象に、1 人あたり 60～90 分、1～2 回の半構造
化面接を実施した。今回は患者の療養行動に対する意味づけを明らかにするため、面接を実
施する看護師を設定した。面接実施する看護師の条件は、慢性疾患看護専門看護師もしくは
糖尿病認定看護師とした。そのため、慢性疾患看護専門看護師と糖尿病認定看護師を対象に
スノーボール形式で選定した。面接をうける患者の条件は、以下の条件を全て満たす 2 型
糖尿病患者とする。受診もしくは治療（薬物療法）を中断したことがない、糖尿病問題領域
質問表：PAID が 100 点満点中 60 点未満（60 点以上は糖尿病負担感がありと判断する）、
6 ヵ月以上 HbA1c が 8.0％未満とした。 
 
4. 研究成果 

９名の患者にどのように今まで療養してきたのかを経時的に語ってもらうことを行った。
療養当初の患者は、糖尿病と診断されて【自分のこととして糖尿病を受け止められない】こ
とで、【検査値に一喜一憂する】ことや、医療者や周囲の人から糖尿病が悪化すると【自己
責任で片づけられる】ことから、【言われた通りにする】といった療養行動をおこなってい
た。しかし、＜一緒に責任を担ってくれる人がいる＞、＜一緒に考えてくれる人がいる＞こ
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とや、＜身体感覚と検査値が一致する＞することで＜自分のこととして糖尿病を受け入れ
る＞ことができ、＜一歩先を見せてくれる人がいる＞と＜糖尿病の怖さを認識できる＞よ
うになることをきっかけに、主体的に療養行動に取り組むようになった。そうすると、＜素
直に人の話をきく＞ようになり、＜過去を振り返る＞ことや＜未来を想像する＞中で＜試
行錯誤をする＞ようになり、＜自分なりのルールをもつ＞、＜自分のリズムをもつ＞ように
なり、＜自分が納得する＞ことをしながら＜あまり考え込まない＞、＜立ち止まらない＞、
＜クリアする＞ことを行っていた。一方で、＜頭の隅に糖尿病がある＞ため、＜状況をみて
調整する＞ことも行っていた。以上より、治療を継続している 2 型糖尿病患者は、【自分の
こととして糖尿病を受け入れる】ことができ、【一緒に責任を担ってくれる人がいる】中で、
【身体感覚と検査値が一致する】ことで【試行錯誤を行う】ことができていた。また、治療
を継続している患者は、血糖値や HbA1c が安定している現在も、【試行錯誤を行う】ことを
しながら療養を継続していることが明らかになった。一方で、療養行動が継続できるように
なるまでの過程では、糖尿病の症状がなく、【自分のこととして糖尿病が捉えられない】、糖
尿病の悪化を周囲の人から【自己責任で片づけられる】中で、【検査値に一喜一憂していた】
ことが振り返られ、【言われた通りにする】ことを行っていたと語られた。 

糖尿病は慢性疾患であり、患者の生活にとって糖尿病は極めて侵害的であり、生活そのも
のが療養となる。そのため患者は自身が主体となって療養していくことが求められるが、患
者が主体的に療養していくためには、【自分のこととして糖尿病を受け入れる】【一緒に責任
を担ってくれる人がいる】【身体感覚と検査値が一致する】【試行錯誤を行う】の 4 要素が育
まれるような介入が重要であると考える。患者の療養行動は、医療職や周囲の人の患者への
関わり方が大きく影響しており、患者に行動変容を求めるばかりではなく、医療者や周囲の
人の行動変容も必要である。 
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